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（午前９時５８分 開会） 

○塚本崇委員長 ただいまより駅前等再

開発特別委員会を開会いたします。 

 最初に、理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 先日来の代表質問、各委員会に引き続き、

本日は駅前等再開発特別委員会をお持ち

いただき、大変ありがとうございます。 

 本日は令和５年度一般会計予算所管分

についてほか１件について、ご審査を賜り

ます。何とぞ慎重審査の上、ご可決いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 一旦退席させていただきます。 

○塚本崇委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、野口委員

を指名いたします。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○塚本崇委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午前 ９時５９分 休憩） 

（午前１０時    再開） 

○塚本崇委員長 再開いたします。 

 議案第１号所管分及び第９号所管分の

審査を行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 武井建設部長。 

○武井建設部長 議案第１号、令和５年度

摂津市一般会計予算のうち、建設部が所管

しております事項につきまして、目を追っ

て主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 予算書の４０ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目５土木費国庫補助金の

うち、千里丘駅西地区再開発事業に係る社

会資本整備総合交付金でございます。 

 ５０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、連続立体交

差事業調査委託金及び千里丘駅西地区再

開発事業に係る電線共同溝整備委託金で

ございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、千里丘駅西地区再開発事

業に係る府営住宅使用料でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １５６ページ、款７土木費、項４都市計

画費、目２街路事業費のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る付替道路工事や

権利購入費、物件移転等補償費などでござ

います。 

 １５８ページ、目５再開発事業費は、千

里丘駅西地区再開発事業に係る電線共同

溝整備委託料や再開発関連工事委託補償

費などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします予算の内

容の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、令和４年度一

般会計補正予算（第９号）のうち、建設部

が所管しております事項につきまして、目

を追って主なものについて補足説明をさ

せていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 補正予算書の１６ページ、款１５国庫支

出金、項２国庫補助金、目５土木費国庫補

助金のうち、千里丘駅西地区再開発事業に

係る社会資本整備総合交付金を、国からの

内示に合わせ補正するものでございます。 

 ２０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金は、道路占用者の移

転に係る補償費の負担を大阪府に変更し

たことから、連続立体交差事業調査委託金
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を補正するものでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ５０ページ、款７土木費、項４都市計画

費、目２街路事業費のうち、阪急京都線連

続立体交差事業に係る報償金などの年度

末見込み額を補正するものでございます。 

 また、道路占用者の移転に係る補償費の

負担を大阪府に変更したことから、支障物

移転等補償費を補正するものでございま

す。 

 目５再開発事業費は、千里丘駅西地区再

開発事業に係る再開発関連工事などの年

度末見込み額を補正するものでございま

す。 

 以上、建設部の所管いたします補正予算

の補足説明とさせていただきます。 

○塚本崇委員長 以上、説明が終わり、質

疑に入ります。 

 野口委員。 

○野口博委員 最初に質問させていただ

きます。 

 阪急京都線連続立体交差事業について

は、令和１５年を完成年度に指定、いろん

な事業到達を踏まえながら、新しい年度は

取り組もうとしております。千里丘駅西地

区再開発事業についても、この５月末には

解体期限を迎えるので、それぞれの到達状

況に応じていろんな課題があろうかと思

います。その取組状況を聞きながら、いろ

いろ確認も含めて質問します。 

 最初に、阪急京都線連続立体交差事業で

す。 

 予算概要９０ページに、阪急京都線連続

立体交差事業の予算として約３０億円が

計上されています。最近出されたニュース

第２号を見ながら説明いただきたい。事業

スケジュール予定表がありますけれども、

例えば２月末時点で用地買収率が４７％

の数字も入っています。これを活用しなが

ら、今の進捗状況について教えていただき

たい。 

 実際これから仮設道路とか、仮設駅前広

場とか、いろんな工事が動いていく関係で、

それぞれ説明会をやられております。その

説明会、周辺の方々に説明を進めていくこ

とについて、どう取組されているのか、二

つ目をお聞かせください。 

 それと、いつもお聞きしますけども、事

業費全体に対する消化率、全事業費、国、

大阪府、摂津市も含めて４３７億円の総工

事費に対し、摂津市の負担分は６５億円で

あります。それぞれ全体の工事の消化率と、

摂津市の６５億円の負担分について、消化

率なども教えていただきたい。 

 次に、千里丘駅西地区再開発事業です。 

 先般頂いたまちづくりニュース１３号

を見ながらお聞きしたい。歴史的には令和

元年の１１月に都市計画案決定が縦覧さ

れて、翌年の令和２年１月２５日に決定が

なされました。都市計画案についての意見

書が、１０２件出されまして、この取組が

始まったわけであります。 

 合わせて１００名を超える地元権利者

の皆さんがいらっしゃいます。行政が作っ

たこの計画に対して、この後の生活が成り

立つような対策をきちっと行うべきです。

同時に、摂津市の負担も約４０億円、大阪

府約４０億円、国の負担分もありますけど

も、たくさんのお金が投入されようとして

います。やっぱり地元権利者の皆さんの今

後の生活プラス、多くの方々のご意見を頂

いて物事を進めるべきだと、これまで申し

上げてきました。 

 そんな中で、権利変換計画が決定を受け、

地区外に転出する方、残る方、権利変換に

よってタワーマンションに部屋を構える
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方がいます。地元の土地所有者などが持っ

ている権利については、権利変換が一応ま

とまって、１月２４日付で転出者の補償金

も、支払われるところまで来ました。 

 そういう中でまずお聞きしたいのは、こ

のような到達を踏まえ、令和５年度の事業

内容について少し分かりやすく説明いた

だきたい。 

 これから５月末まで土地明渡し作業が

始まってきます。もう３月末を迎えようと

していますので、あと２か月ぐらいになり

ます。土地所有者３１名、借地権者１５人、

借家権者６０人、こういう方々がどんな状

況になっているのかを、分かりやすく説明

をいただきたい。 

 その中で、開発計画の大きな役割を占め

る再開発審査会の開催状況等、言える中身

で結構ですから、どういう審査を行ってき

たのか、権利変換計画に対しての意見書は

１件だと聞いております。その辺の審査会

の状況などを併せて教えてください。 

 特定建設業者の選定作業が始まってお

ります。その辺の取組状況も併せてお示し

ください。 

 今回の当初予算で、仮設店舗借上げ料８，

５００万円近くの予算が計上されていま

す。この間、解体作業を部分的に行って、

あるお宅においてはもう部屋を片付けて、

転出されている現場の状況もあります。ま

た周辺の店舗ももう閉めておられ、代替の

店舗をどうしようかとの話も漏れ聞こえ

てきます。初めて仮設店舗の借上げ料が計

上されました。その辺の予算の内訳、中身

について教えていただきたい。 

 それと、予算的な消化率、これもお示し

ください。 

 前回、１０月の決算審査に係る委員会で

もお尋ねしました。なかなか動きは少ない

かも分かりません。周辺には中小規模の商

店があります。約８，０００平方メートル

の新しい再開発でできるビルの店舗との

関係で、商売も大変な状況になるかと思い

ます。その辺で早めに周辺商店との話合い

を持って、店舗の展開を考えてほしいとの

話もしてきました。もし変化があればご答

弁いただきたい。 

 それと、公共施設の問題です。 

 これから事業計画の中身に沿って、より

具体的になっていくと思います。駅の東地

区を見たときに、３０年前に完成して今日

に至っているのです。市の公共施設として

貸室の３０１号、３０２号がありました。 

 これに加え、途中いろんな方々が利用す

ることで公共施設の代替として、２階の部

屋もお借りして、一時公共施設として活用

した時期もあります。市のいろんな行事を

展開するときに、駅前で対応できる、一番

立地条件がいい部屋が必要だと思います。

選挙になれば、いろんなところで投票でき

るようにすると想像できます。そういうス

ペースとして、摂津市がお金を出して獲得

しなくても、賃貸でもできるので、どのよ

うに確保するのか、併せてお聞きしたい。 

 以上です 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 まず、１点目の、現在の進捗ですけれど

も、このニュースにも記載してあるように、

用地の取得率で４７％をしております。来

年度予算どおり予算頂ければ、用地につき

ましては約８０％まで取得できる見込み

でございます。 

 併せまして、来年度から、そこの下の段
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の支障の移転ですとか、付替道路の工事に

着手を目指して頑張っていきたいと考え

ております。 

 スケジュール的には、当初の事業認可業

務スケジュールでも、令和５年から工事の

着手でございますので、スケジュールどお

り令和５年度の準備工事着手に向けて取

り組んでいるところでございます。 

 ２点目の、仮設の駅前広場ですとか、付

替道路に関しまして、説明会につきまして、

どのように考えているのかでございます

けれども、やはり地元に対しましてはしっ

かり説明することは重要であると考えて

おります。 

 まず、一番大きなのが仮設の駅前広場と

なってございます。それにつきましては、

今お隣のマンションが借地を今交渉中で

ございますので、その交渉に合わせまして

工事の内容、交渉いただき、契約いただき

ましたらしっかり工事の内容をマンショ

ンに周知を図っていきたいと考えており

ます。 

 付替道路が３路線ございますけれども、

付替道路につきましては、位置が離れてご

ざいますので、まずは周辺の自治会様に、

工事着手する前にアナウンスをさせてい

ただいて、どういう形で周知するのが望ま

しいのか調整を進めていきたいと考えて

ございます。 

 ３点目なのですけれども、全体に対する

現在の進捗状況でございます。 

 全体事業費が４３７億円でございます。

来年度、約３０億円の事業費を予定してお

りまして、それを合わせると１００億円、

約１００億円の事業を執行する予定でご

ざいます。率に直しますと、約４３７億円

のうち１００億円ですので、２２％の執行

を見込んでおります。 

 一方、地元の負担で４３７億円に対しま

しては、地元負担６５なのですけれども、

来年度、今予算で計上させていただいてい

る４億円の負担金をすれば、地元負担とし

ましても１４億円程度になってこようか

と思います。ですから、基本的には１００

億円に対して１４億円、おおむね１５％で

負担している形になってございます。 

 執行率につきましても、全体の、全体と

一緒で約２２％の市の執行になると考え

ております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 まず、令和５年度の事業内容についてで

ございます。 

 令和５年度につきましては、委員がお示

しのとおり、令和５年５月末を明渡し期日

として進めておりますので、その後本格的

に解体工事に着手してまいる予定でござ

います。 

 その後に、下水道の敷設工事、電線共同

溝の整備工事を進めてまいりまして、また

埋蔵文化財の調査等も行ってまいります。 

 地権者の状況についてでございますが、

関係権利者の全体の人数につきまして、権

利変換計画作成の段階で整理をし直して

おりまして、委員がお示しの数字とは変わ

ってきておるのですが、全体で１２０名、

土地建物所有者５９名、借家人６１名で、

現時点で、転出を既に終えられている方が

４４名いらっしゃいます。内訳としまして

は、土地建物所有者が１５名、借家人が２

９名。それから、契約済みの方につきまし

ては４５名いらっしゃいまして、土地建物

所有者が２５名、借家人が２０名でござい
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ます。進捗率としましては約８割弱という

状況にございます。 

 続いて、再開発審査会の状況についてで

ございます。 

 再開発審査会につきましては、第１回は

令和３年１１月２日に開催しておりまし

て、付議事項としましては過小床基準につ

いて審議いただきました。第２回が令和４

年８月１９日、付議事項としまして権利変

換計画についてでございます。第３回が令

和４年１０月１８日、付議事項としまして、

権利変換計画に対する意見の採否、それか

ら権利変換計画の修正についてでござい

ます。第４回が令和４年１２月５日に開催

しておりまして、付議事項としまして、や

むを得ない事情の認定、それから権利変換

計画の修正、こういった内容をご審議いた

だいております。 

 続いて、特定建築者の選定についてでご

ざいますが、特定建築者の募集につきまし

ては、令和４年１２月２０日から開始して

おります。これまでの間、質問の受付と回

答を行っておりまして、３月２４日に提案

図書等の締切りで進めております。令和５

年度になりましたら、４月に選定委員会を

開催いたしまして、令和５年５月には特定

建築者の決定と進めてまいりたいと考え

ております。 

 続いて、仮設店舗の内容についてでござ

います。 

 仮設店舗につきましては、現在店舗され

ている方に対して、全て仮設の店舗を設け

ることではございませ。移転補償の考え方

の中では、原則金銭の補償になっています

けども、営業休止することが困難な事業、

店舗で、銀行については事業を継続させな

がら移転等を進めていただくことになっ

ておりますので、事業区域内で営業してい

る銀行１行の仮設店舗の使用料で計上さ

せていただいております。 

 予算の消化率についてなんですが、全体

事業費について、金額ベースでの詳細な

何％かは出せていないのですけれども、お

おむねこの令和４年度の予算を全て執行

したところでいきますと、５割は超えてく

ると考えております。 

 次に、周辺店舗との協議、何か変化があ

ればですが、現時点で何か協議が進んでい

るかといいますと、実際には協議はできて

いない状況にございます。委員がお示しの

とおり、新たに再開発ビルができてテナン

トが入って、周辺も変わってくる、その中

で周辺店舗への影響はということですの

で、今後、特定建築者が決まった後にそう

いった協議が本格化してくると考えてお

りますので、そういった中で周辺店舗の状

況等をどう捉えていくかも踏まえて、検討

を進めてまいりたいと考えております。 

 最後に、公共施設についてでございます

が、これまでの本委員会の中でも私から答

弁させていただいていましたとおり、市が

床を所有するのは費用がかかるところも

あって、断念してきた経過がございます。 

 床の取得については市で床を取得する

ことは現在考えておりませんけども、委員

がお示しのとおり、保留床の部分をどのよ

うに賃貸されていくかも、特定建築者決定

後にこれから協議が本格化してくると思

っておりますので、その中で協議をしてい

くことは可能であろうと考えております。 

 ただ、どういった形で誘致できるのかと

か、実際に誘致が本当にできるのかはまっ

たく見通せない状況かと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 ２回目の質問です。 
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 阪急京都線連続立体交差事業の問題で

す。 

 進捗率は、用地の取得買収では今年度末、

令和５年度末では約半分から８０％ぐら

いになるとのことで、理解しました。 

 予算的な消化率も、大体２割を超えたと

のことであります。これまでもいろんな角

度からお話させていただいております。長

年そこに住んでこられた方にとっては、公

共事業によって転居していくとか、違った

環境の選択をすることになります。年齢だ

とか家族構成とかいろんな絡みで、しんど

い思いをして市の話合いに応じて事を進

めていることもあります。 

 そういう点では、大げさに言うならば、

その人のこれまで積み重ねた人生、権利を

扱う公共事業となります。職員もしんどい

かも分かりませんけども、各権利者もそう

いう状況であります。より丁寧に寄り添っ

て物事を進めていくことを、改めて強調し

ておきます。 

 千里丘駅西地区再開発事業であります。 

 新しい年度の、主な千里丘駅西地区再開

発事業の予算内訳は分かりました。下水道

だとか、埋蔵物調査、電線共同溝の委託料

なども入っています。同時に、様々な補償

金の支払いもそこに入ることは一応分か

りました。 

 その上でお聞きしたいのは、権利者全体

の数が、当時は４６名で出発したのですけ

ども、先ほど５９名とのお話でありました。

借家権者も６０人から６１人に増え、正式

にトータルで１２０名の権利者だと初め

て分かったわけであります。いろんな権利

の中身について、数が増えると思っており

ます。先ほど申し上げたように、商店の方

は周辺でどこか店舗がないかと探してお

られます。周辺の産業道路を越えて、向こ

う側に行った場所でも店を閉めて、もう転

居されているところがあります。いろんな

ところで動きがあるわけです。 

 分かる範囲で結構です。スナックだとか

飲食店を含め、その辺の借家権者の６０名

前後の方々がどういう状況に至っている

のかを、ご説明いただきたい。 

 周辺商店との問題については、大きな課

題であり、コロナ禍も含めてなかなか商売

が大変だと思います。そんな中で、１街区、

２街区含めて約８，０００平方メートルの

店舗面積をどうするかになります。中身に

よってはもう倒産してしまう可能性もな

くはないので、早めに話合いを進めていた

だくようにお願いしておきます。 

 公共施設の問題であります。 

 駅前の一等地で、市民の方々がいわゆる

市の絡みの行事で利用できないことにな

ると不自然だと思います。今おっしゃった

ように前提は床を市としては獲得しない

とのことでありますが、借先を含め、保留

床の中で、相談していただいて対応できる

ように詰めていただきたい。 

 先ほどの説明で、再開発審査会の４回目、

議題の中身の一つとして、やむを得ないと

のご説明がありました。この中身について

教えていただきたい。 

 それともう一つ、いわゆる権利変換によ

って転出する方、権利変換によってマンシ

ョンなり店舗に権利を移す方、そういう形

で権利変換が決まっているわけです。まだ

全体の権利者の中で、悩んでおられ、最終

的に権利変換について契約してない、煮詰

まってない権利者もいると思います。その

辺の状況もお聞かせいただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 杉山課長。 
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○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 借家人の状況でございますが、借家人の

方につきましては、先ほど６１名と申し上

げまして、権利変換をされる方が３名、残

りの５８名の方は既に転出でございます

ので、ほとんどが地区外転出されるとのこ

とでございます。 

 店舗をされている方につきましては、現

在お聞きしている状況は府道を挟んだ反

対側の物件ですとか、ことぶき商店街辺り

の物件、それから吹田駅や岸部駅の辺りの

物件に移転されている状況はお聞きして

おります。 

 これらの移転先につきましては、なかな

か見つからないといったようなお話もお

聞きしておりましたので、その中で市とし

ましてもそういった条件、どういった店舗

の条件かをお聞きした上で紹介をさせて

いただいて進めていまして、移転先が決定

した例も何例かありまして、そういった形

で進めております。 

 続きまして、再開発審査会の第４回の、

やむを得ない事情の認定でございますけ

れども、権利変換が原則という事業で進め

ている中で、やむを得ず転出をしなければ

ならない状況で、第１回の付議、審議で決

定した過小床の基準がございます。そこに

達しない床にしかならないとか、そういっ

た方はやむを得ず転出していただきます

ので、そういった個別、個別の状況を勘案

して、どういった形でやむを得ない事情と

なるかを認定させていただいたものでご

ざいます。 

 それから、最後に権利者の状況なのです

が、土地建物所有者の、先ほど申しました

５９名のうち、権利変換される方が２８名

で、転出される方が３１名で進めておりま

す。 

 契約状況についてですが、先ほど申しま

したように契約済み４５名の中で、土地建

物所有者が２５名おられることと、転出済

みが土地建物所有者で１５名とお伝えし

ましたけども、こちらについては権利変換

をされる方と転出される方という、分けが

できておりませんので、こちらにつきまし

てまた改めてお伝えさせていただきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 最後の問題から行きます。

３０年前の千里丘駅東地区のときには、１

件だけ強制代執行する前日に話合いがま

とまり、強制代執行なしで済んだ経験を持

っているのです。時代も違いますのでそう

ならんと思います。残っている方々にとっ

ては、いろんな思いがあるかも分かりませ

んので、きちっと詰めていただけるよう頑

張っていただきたい。 

 土地所有者、借地権者合わせて５９名と

おっしゃいました。そのうち権利変換が２

８名とおっしゃったと思うので、３１名が

転出と思います。 

 ということは、一応５９名の土地建物所

有者については、権利変換する方、転出す

る方を含めて全部けりがついたとの話な

のですか。先ほど冒頭で、まだまとまって

ない方の話をさせていただきました。この

土地建物所有者で、特に土地所有者の中で

まだまとまらず、これから行政側として努

力していく方もいらっしゃいます。その点

の関係を分かりやすく説明いただきたい。 

 それと、３４５戸のタワーマンションの

中で、地元権利者が僅か８件しか権利変換

されない。後は保留床として、特定建設業
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者を中心として販売をしていくことにな

ります。千里丘駅の東地区から比べたら権

利者の状況は当然違いますので、そうなら

ざるを得ない部分もあるかも分かりませ

ん。３４５戸に対して、８件しか希望がな

いこの結果について、どう見たらいいのか。

部長から、評価をお願いします。 

 最後に、令和８年度末に完成で動いてい

きますので、千里丘駅の東西が一体化した

まちづくりを進めていただきます。千里丘

駅東地区のいろんな課題についても、きち

んと改善して、西地区側と一緒に、建物と

して最低限きれいな状態で迎えることを

してほしいと思います。確認の意味でお答

えいただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 土地建物所有者の状況で、先ほど言いま

した契約済み等の中に、まだ未契約は当然

ありまして、未契約の方々につきましては、

令和５年５月末の明渡し時期に向けて協

議を継続していく必要があるところは残

っております。 

 ただ、いずれにしましてもこれまで令和

５年５月末の明渡し期日につきましては、

全ての関係権利者の方にお伝えしながら

進めてまいりましたので、そこが期限にな

ることは一定認識いただいていると考え

ておりますが、最後、しっかりと丁寧に協

議、説明してまいりたいと考えております。 

 次に、この再開発と東口と一体的な整備

をというところでございますが、こちらに

つきましては、これまでも私から申し上げ

ていたかと思いますが、駅舎の通路、これ

を一体的に整備するといったことも関係

課と協議しながら進めておりますので、こ

ちらにつきましてはしっかりと、西の再開

発の進捗に合わせて進めてまいりたいと

考えております。 

 それから、一体的にというような部分で

いいますと、これまで申し上げております

が、事業完成後にはエリアマネジメントの

組織で、いろんな取組を実施していきたい

と考えておりまして、このエリアマネジメ

ント組織につきましても、今後特定建築者

が決定しましたら、本格的に協議とかが進

んでいくと考えておりますので、その中で

しっかりと検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 武井部長。 

○武井建設部長 今回の千里丘駅西地区

再開発事業の権利変換の関係で、多数の権

利者の中で、ほとんどの方が外へ出られる

と。残られる方は一部だということについ

て、どう見るのかとのご質問かと思います。 

 それぞれの権利者の方にはそれぞれの

事情がございますので、先ほど担当課長か

らも説明しましたように、それぞれの事情

をお聞きして、できるだけ意向に添える形

で交渉を進めてまいりました。１００％満

足で契約されたかどうかは、そこまでは確

認できておりませんが、何とか契約までや

っていただく、これからまだ残っているの

もありますけれど、そういうことで、事業

全体に対して、ご協力も含めて契約いただ

けているので、こういう結果になったと思

います。 

 市としましては、もともと摂津市におら

れた方に残っていただきたい気持ちもあ

ることはあるのですけれど、逆に、今回こ

の開発の中で新たに摂津市民になってい

ただける方に、当然再開発ですので、今の
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敷地以上に高度化される形になりますか

ら、そういう形も含めて今後発展していく

ことを願っているので、権利者の方にはで

きるだけご意向に沿えるような形で、今後

もまた交渉もしながら、西地区の今後の摂

津市の発展、いろんな方にも本当にまた新

しい摂津市民の方も含めて発展していく

ように、頑張っていきたいと考えておりま

す。 

○塚本崇委員長 野口委員。 

○野口博委員 最後にします。 

 権利書の中で、権利変換によってマンシ

ョンを１戸獲得しようとしている方で、例

えば８０歳代の方もいらっしゃって、その

方が令和８年までは代替の借家を仮住ま

いとするような転居も発生します。その後、

完成したらまた選択したマンションに帰

ってきます。そういう権利者の状況によっ

ていろんな苦労も生じてきます。今部長が

おっしゃった方向で、いろんなケースに応

じた対応を改めて求めておきます。 

 それで、これから解体に向けて動いてい

きます。希望としては令和２年の都市計画

決定のときに１０２件の意見書が出まし

た。その中で、地元経営者も含めて、いろ

んなご意見が寄せられました。改めてこの

時点でもそういう思いを見直していただ

いて、それを押さえた形で千里丘駅西地区

再開発事業を取り組んでいただきたいと

申し上げて、質問を終わります。 

○塚本崇委員長 野口委員の質問は終わ

りました。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 １点目、阪急京都線連続

立体交差事業のところです。予算概要から

抜粋をして、質問をしていきます。 

 現在の進捗状況については、先ほどの野

口委員の質疑の中からも一定理解をいた

しました。スケジュールどおりで、非常に

望ましいのかと思っております。 

 近年物価高騰が大きく、様々な資材等が

高騰している中、その影響についてどう考

えているのか、その点をお聞きしたい。 

 ２点目、土地借上げ料です。 

前年度の予算よりも大きく上がってい

るので、この内容について、どのようなも

のかをお聞かせください。 

 続きまして、３点目です。 

 同じく連続立体交差事業調査委託料、こ

ちらも前年に比べて増えています。具体的

にどのようなものか教えていただきたい。 

 次、４番目、付替道路工事です。 

こちらも新規として入っております。先

ほどの野口委員の中でも３路線というこ

とでした。より詳細に教えていただきたい。 

 続きまして、千里丘駅西地区再開発事業

に移ります。 

 全体の進捗状況については、先ほど野口

委員の質疑でありました。先日の本会議で

も解体工事が、即決で報告がありました。

解体工事のスケジュール、そして要領につ

いて、どのようなものかをお聞かせくださ

い。 

 続きまして６番目です。 

 特定建築者選定委員会委員報酬の中で、

特定建築者が募集されております。スケジ

ュールについては、先ほど野口委員のとこ

ろでもありました、令和５年５月に決定す

るとのことです。この前の決算審査に係る

委員会の中でも、ゾーニングの話をしっか

りとしておりました。 

 特定建築者との関係について、これまで

に挙げたコンセプトがしっかりと実行で

きる関係となっているのか。ホームページ

の掲載の特定建築者の募集要項には、テナ

ント募集とかエリアマネジメントの担当
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をすると書いてあるのです。具体的にどう

なのか、その点をお聞かせいただきたい。 

 続きまして７番目、移転補償費が昨年度

予算と比べて大幅に減っております。これ

は権利変換の決定後、順調に補償等が進ん

でいるということで、先ほど野口委員のや

り取りからも理解をいたしました。 

 そういったところで、今、次のステージ

に移行しているのかと思います。具体的に

は、残られる地権者との今後話合いの中で、

具体的に進む話や、テナント、商業施設で

今後どう運営していくのか、そういった話

合いのステージになってこようかと思っ

ております。具体的にそういったやり取り

をされているのか、そういうことを今後し

ていくのか、その点の状況についてお聞か

せいただきたい。 

 続きまして、８番目です。 

 これは新規事業で、電線共同溝整備委託

料と書いてあります。この内容についてお

聞かせください。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 まず１点目の、物価高騰の影響でござい

ますけれども、当然労務単価ですとか、資

材単価が上がっているのは情報確認して

おります。ただ、我々まだ工事も発注して

おりません。委託の段階で、そこまで影響

は大きくないのかと感じでおります。 

 ただ、補償の観点で、権利者の補償契約

ではやはり単価が上がってございます。こ

ちらにつきましては、ルールとしまして、

年１度単価の見直しをやっておりますの

で、そちらで対応しているのかなと考えて

おります。 

 ２点目なのですけれども、土地の借上げ

料につきまして、内容ですけれども、基本

的に我々、借地につきましては地上権設定

で、権利購入費で対応はしているのですけ

れども、一定駅前の今後出てくるであろう

区分マンションとか、そういった大規模な

所有になりますと、区分所有権者が多い、

数が多くて、やはり地上権設定をするため

にはやはり分筆が必要ですとか、全員の同

意が必要というところにハードルが高う

ございますので、その辺りをいろいろ今ま

で検討しておりまして、そちらにつきまし

ては借地、借地契約で、毎年の借地という

形で考えております。その費用としまして、

借上げ料として計上させていただいてお

ります。 

 ３点目の調査委託料なのですけれども、

内容的には細かくなりますけれども説明

させていただきます。 

 まずは道路の設計業務委託で、あと工事

に、来年工事とかありますので、工事に係

って周辺の影響が出てくるところを、周辺

の家屋の調査業務委託を考えております。 

 後は事業によって影響する水路の設計

業務委託、後は分筆等の不動産の表示の登

記業務委託、用地の測量の業務委託、来年

から文化財調査も予定しておりますので、

文化財の調査業務委託、あと庄屋公園の管

理棟とかの移転に関わる部分も出てこよ

うかと考えておりますので、それに関わる

建築設計業務委託等、来年度、令和５年度

計上させていただいております。 

 ４点目の、付替道路をより詳細にという

ことでございます。 

 付替道路は、先ほど説明しましたように

３路線予定してございまして、１点目が仮

設の駅前広場の横のパークシティの駅側
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にある遊歩道をパークシティ側に寄せる

ことで、南千里丘の歩道でございます。 

 ２点目が、香露園の千里丘三島線から京

都側にあるところなのですけれども、鉄道

側に一方通行で、千里丘三島線に出る道路

がございます。そちらは仮線に支障します

ので、今ちょうど駐車場をお借りしている

ところの南側と東側を拡幅しまして、影響

の出る一方通行の機能を復旧する意味で、

東側と南側に、対面通行の形でそこの動線

を確保する、香露園の１１号線の工事を予

定しております。 

 もう１路線は、庄屋になるのですけれど

も、こちらは借地の契約いただきました田

んぼの部分の盛土を始める準備をしてい

くように考えてございます。 

 以上が、３路線予定している路線でござ

います。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 解体工事のスケジュールについてでご

ざいますが、先ほどご答弁申し上げました

とおり、令和５年５月末以降本格的に解体

工事に着手してまいりますが、具体的にど

ういう順番かは、これから決めていく必要

があると考えております。まずは工事車両

の進入路といったところを踏まえまして、

大阪高槻京都線側から着手したいと考え

てはおりますが、今後、下水工事ですとか

電線共同溝の整備といった工事が入って

きますので、そういった中で、どういう順

番で解体を進めていくかは、事業者がそれ

ぞれ決まりましたら、しっかりと検討しな

がら進めていく必要があると考えており

ます。 

 続いて、特定建築者選定に当たってコン

セプト、ゾーニング等が実行できるのかで

ございますが、特定建築者募集を今進めて

おるところですが、関係図書としまして、

事業計画書ですとか実施設計の図書、それ

からゾーニング図といったものを貸与し

て、それを踏まえて提案書を作成するよう

にと募集、応募を進めておりますので、そ

の中で提案として提出されたときには、当

然それらが反映されているものと考えて

おります。 

 その中で、実際に出てきた提案図書を見

て、選定作業が行われて、特定建築者が決

定してまいりますので、実際に特定建築者

が決まったならば、当然その提案図書に基

づいて実施していくのが基本になってき

ますので、しっかりと協議しながら、市と

しても進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 それから、権利変換で残られる方とのや

り取りの状況でございますが、権利変換さ

れる方で区分所有される方でしたら、隣に

どういった店舗が入ってくるのかとか、あ

と共益費が幾らになるのかとか、一体運用

される方は、実際に賃料がどれぐらい得ら

れるのかと、そういったことは今お問いと

して頂いている状況にございます。 

 こちらにつきましても、特定建築者が決

まってからの具体的な検討になってきま

すので、そういったところはしっかりと特

定建築者とも我々も協議しながら進めて

まいりますし、権利者の方々にも丁寧に説

明してまいりたいと考えております。 

 電線共同溝の委託についてでございま

すが、今回再開発事業で整備いたします駅

前広場と、その駅前広場から大阪高槻京都

線へつながるシンボルロード、大阪高槻京

都線の再開発事業側、それから正雀停車場
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線の再開発側、こちらが電線共同溝の範囲

となっております。 

 今回の電線共同溝の整備に当たりまし

ては、既存ストックを有効活用することで

進めてまいりますので、管理者に委託をし

て、工事を進めていくことで考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ２回目の質問と一部要

望をさせていただきます。 

 １点目、物価高騰の影響についてです。

現状としては大きく影響はない。ただ、補

償契約の１年単位で影響していくと理解

をいたしました。 

 私も地域の方から相談等もあるのです。

物価高騰によって契約とかにも影響して

くるのではないかと結構言われたりして

おります。その中で、適正な価格は当然な

がら変動はしていくかと思います。そこは

適正な形でしっかりとやっていただきた

い。後々になって不公平だとか、言われな

いように、全体の公平性も踏まえてしっか

りとやっていただきたい。 

 全体の中の話です。これから付替道路等

整備工事とか増えてまいります。そういう

中でも担当部署としての体制、業務が増え

るかと思います。それについてしっかり対

応できるのかをお聞きします。 

 ２点目、土地借上げ料について、理解い

たしました。結構です。 

 ３点目、連続立体交差事業調査委託料に

ついてです。 

 昨年よりも様々な事業が、トータルとし

て増えたことを理解いたしました。用地の

測量、文化財、埋蔵物も調査をしていく。

そして庄屋公園の管理棟、移設も進めてい

くとのことです。庄屋公園の管理棟の件は、

地域の方からも要望を受けております。非

常に地域にとって重要な施設であるとお

っしゃっておりました。その機能がしっか

りと継続できるように、しっかりと取り組

んでいただきたい。 

 その中で大阪府と阪急電鉄株式会社、摂

津市との関係は当然この三者がしっかり

と連携・協議をして進めていかないといけ

ないと思います。改めて、大阪府、阪急電

鉄株式会社とどのような形で令和５年度

の取組を進めていくのか、お聞きします。 

 ４点目、付替道路工事の件です。 

 ３路線について、詳細は理解をいたしま

した。やはり一番の懸念は、市民生活への

影響かと思います。庄屋の借地の盛土も、

あの一帯は少し複雑で道路表示も今後ど

んどん変わっていくと思います。そこをす

ごく丁寧に、市民生活に少しでも影響ない

形で対応していただきたい。 

 その点の配慮についてはどう考えてい

るのか、お聞きします。 

 続きまして、千里丘駅西地区再開発事業

です。 

 解体工事のスケジュール、要領等につい

ては、これからはしっかりと協議等を進め

て決めていくことで理解をいたしました。

これも阪急京都線連絡立体交差事業の道

路と同じで、解体工事期間中の市民の移動

などの不便を少しでも抑えていく必要が

あるかと思います。やはり工事期間中の市

民のクレームを少しでも避けていく配慮

も必要かと思います。その点、どのように

認識をされ、どう配慮すべきと認識をされ

ているのか、お聞きします。 

 続きまして、６番目です。 

 コンセプトの実行と特定建築者との関

係についてはしっかり理解をいたしまし

た。これに記載のところはしっかりと進め、
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当然そこで選定、決定もしていくとのこと

です。私は千里丘駅西地区再開発事業の成

功の可否を握る一つの大きな要素が、この

特定建築者の選定かと思っております。市

としてしっかりと連携して、適切に指導し

ていくことが求められます。 

 事例紹介です。ある駅前施設の開発で、

一定のコンセプトを建てられ、募集に当た

っては当然コンセプトも提示したのです。

結局はコンセプトよりも収益を優先して

テナントを決定していった事例をお聞き

しております。 

 結局、それが人も集まらず、店舗がどん

どん変わってしまって、コンセプトに沿っ

て入ったところももう出るなど、大変残念

な状況になってしまったとのことです。こ

れは、コンセプトがそもそも人々に受け入

れられなかったのかということすらも分

析できない状況になっていて、なかなか改

善が困難な事態に陥ったとお聞きしてお

ります。 

 簡潔に言うと、短期的な利益を追求した

結果の失敗事例だと思います。千里丘駅西

地区の再開発は決してそうはならぬよう

に、あるべき姿をしっかりと追求していく

ことが必要かと思います。改めてどう考え

ているのか、部長から一度お聞きをしたい。 

 続きまして、７番目です。 

 今後残られる地権者との協議内容につ

いてです。特定建築者との決定後、そして

しっかりそこについては協議をしていく

と理解をいたしました。 

 これはまだ早い話ですけど、今の一部の

地権者の方からは、特定建築者全体が入っ

てくるテナントと希望するテナントがか

ぶってしまうのではないか。何かもう早い

だけでそういう懸念もされるし、本当にち

ゃんとそこで調整することができるのか

との懸念事項もお聞きをしております。 

 そういった懸念も踏まえて、しっかりと

市として対応していただくように、特定建

築者の選定もお願いしたい。そして地権者

との対応も、丁寧にされることをお願いし

ます。要望とさせていただきます。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 まず、１点目の体制なのですけれども、

現在連続立体交差推進課としましては事

業調整係と用地係の二つの係で業務に取

り組んでおります。今までやはり用地がメ

インで進めておりますので、用地係で職員、

かなりの多数いまして、しっかり取り組ん

でいるところでございます。 

 先ほどおっしゃったように、来年度から

工事になりますので、工事はもう一つの事

業調整係で担当してまいります。人数は少

ないのですけれども、しっかり対応できる

ように、私も含めて取り組んでいきたいと

考えております。 

 ３点目なのですけれども、大阪府と阪急

電鉄株式会社との調整協議なのですけれ

ども、現在までも用地の取得につきまして

も、工事につきましてもいろいろ阪急電鉄

株式会社の工事部隊、予算の用地部隊にな

っていろいろ調整を進めていっています。 

 令和５年度につきましては、やはり準備

工事、仮設の駅前広場ですとか、工事に取

り組んでいきますので、その辺りも阪急電

鉄株式会社もしっかりその後の鉄道工事

のことも問われてこようと思いますので、

対応するとか、大阪府でもしっかり調整い

ただくように考えております。 
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 また、来年度も引き続き用地の懸案の部

分も残ってございますので、そちらは引き

続き大阪府の用地部門と調整しながら進

めていきたいと考えております。 

 最後の、地元に対して工事の着手前にし

っかり丁寧に説明することの配慮なので

すけれども、やはり情報の周知が一番かと

思っております。工事の開始時期とか、ど

ういった工事をするとか、どういうような

車両が通るとか、そういったところをしっ

かり地元に分かりやすく周知していくよ

うに努めてまいりたいと思っています。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 工事中の歩行者の通行についてですけ

ども、解体工事、電線共同溝の整備、下水

道の工事ということで、工事が本格化して

まいりますと、それぞれ輻輳して工事が進

んでいく状況になりますので、歩行者動線

は、駅への歩行者動線は確保しながら工事

を進めることになりますけども、それが一

定の場所で固定してできるかといえばそ

うはならなくて、それぞれの進捗状況に応

じて動線を振り返ることが必要になって

くると考えております。 

 その中で、実際にどう変わっていくのか

お知らせについては、実際に通行される方

に直接分かっていただくことが必要です

ので、現地に分かりやすく掲示をすること

で対応してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 武井部長。 

○武井建設部長 千里丘駅西地区のコン

セプトをどのように守って、つないで、広

げていくかについてのお問いかと思いま

す。 

 先ほど担当課長から説明しましたよう

に、特定建築者の募集に関しましては、要

綱であったりゾーニングであったり、その

辺ちゃんと提示した上で提案をさせて、そ

れをちゃんとチェックした上で、その趣旨

に基づいた開発がされるように、指導もし

ますし、より一層また新たな提案も含めて、

よりよいものにしたいなと考えておりま

す。 

 これにつきましては、もともとそのコン

セプト自身が、摂津市のつなぐキーワード、

これをまず広げていく話と、それからやは

り千里丘駅を中心として、新たな拠点、新

たな摂津市としての顔を作りたいので、市

施工でやっておりますので、このコンセプ

トにつきましては、市としてもやっぱりし

っかり守りながら、またうまくもっと広が

っていくような形で進めていきたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○塚本崇委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 最後は要望とさせていただきます。 

 １点目、阪急京都線連続立体交差事業の

中で、これから様々な業務も増え、しっか

りと頑張っていくことは理解をいたしま

した。ぜひ建設部内でも、そのニーズにつ

いて管理職もしっかりと調整をして、スム

ーズに事業を進めていただきたい。 

 これは、非常に市民の方からも期待され

ています。非常に長い期間と、非常に大き

な労力を要するものと認識をしておりま

す。それをしっかりと実行するには、当然

体制もしっかりとしたものが求められま

す。適切に対応されるように、要望させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、３番目です。 
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 大阪府、そして阪急電鉄株式会社との連

携、取組は一定理解をいたしました。これ

も非常に重要なことかと思っております。

阪急淡路駅を見にいく機会がございまし

た。連続立体交差事業の進捗が遅れており、

あそこは特に壮大な工事をしていること

も、遅延の原因かと思います。 

 やはり、この成功には大阪府と阪急電鉄

株式会社との連携が、必要不可欠になろう

かと思います。それぞれが本当に気持ちよ

くスムーズに連携して取り組むことが、結

果として事業の成功につながるかと思い

ます。そこをしっかりと連携して、密にや

っていただきたい。 

 これについても、地域ともしっかりと連

携して対応していただくように、要望させ

ていただきます。 

 ４番目の付替道路工事の件、情報の周知

をしていくとのことです。ぜひこれについ

ても、交通安全対策も併せて、徹底をして

いただきたい。当然その一帯にはダンプカ

ーとかが入ることになります。地域の生活

道路を守っていくことも踏まえ、徐々に気

をつけて対応していただきたい。 

 また、阪急摂津市駅一帯の様々な工事が

これから始まるため、あの一帯に駐車場が

ないと市民の方からお聞きをしておりま

す。これから付替道路、河川の付け替えと

か、様々な土地の活用があると思うのです。

空いている部分があるのであれば、例えば

一旦一時的な仮設の駐車場にして、それを

高架化後に高架の下に設けるといった連

続性もぜひ検討していただきたい。 

 これは一例です。やはり駐車場がないと

お店に行きづらいとの声もお聞きしてお

ります。これから高架化してまさにまちづ

くりをつなげていくためには、今いるお店

もしっかりと反映してもらっていく、その

必要性があると思います。 

 一つの手段として駐車場の利活用との

要望があります。これはぜひ検討していた

だきたい。手法によっては対応が可能かと

思いますので、ぜひよろしくお願いします。

要望とさせていただきます。 

 続きまして、千里丘駅西地区再開発事業

です。 

 まず解体工事期間中の市民への配慮を

しっかりとお願いします。 

 あと、エリア内の商店の一部がことぶき

商店街に移転をしていることもお聞きを

しております。工事期間中、ある意味これ

はことぶき商店街を活性化させる一つの

大きな光でありチャンスだと私は思って

おります。そういったところへの動線、駐

輪場、駐車場などを考えてもらいたい。こ

れを機会にさらに地域の活性化、商店街の

活性化につなげていけると思うのです。再

開発後さらに発展をしていく、その一つの

大きな要素かと思っております。その点も

配慮していただきたい。要望とさせていた

だきます。 

 最後、部長からご答弁を頂きました。千

里丘駅西地区再開発事業は、つながりのま

ちの実現のために取り組んでいくと理解

をいたしました。 

 住民の方からもこの再開発については

様々な意見を頂いております。ぜひとも成

功して、本当にこの摂津市をよくしていく。

それが協力していただいた住民の方々へ

の恩返しにもなろうかと思っております。 

 今後の特定建築者の決定が極めて重要

で、この再開発の本当にキーのタイミング

だと思います。しっかりと、そして目先の

利益を優先することなきよう、長期的な視

点、そして点ではなくエリアで考えていく

ことを意識して、しっかりと市として、こ
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うあるべきだとの認識を持っていくこと

が大切だと思います。特定建築者の選定に

当たってはしっかりと取り組んでいただ

くように、そしてその後の発展に向けて取

り組まれるようにしていただきたい。要望

とさせていただきます。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 続きまして、三好義治委

員。 

○三好義治委員 質問をさせていただき

ます。 

 今、お二人の委員が質問された部分で、

千里丘駅西地区再開発事業並びに阪急京

都線連続立体交差事業が予定どおり進ん

でいるようなことで伺いました。 

 ただ、気になる点を主に令和５年度に絞

りながら質問をさせていただきます。 

１点目、今回補正予算を含めて説明を受

けたのですが、補正予算の繰越明許につい

ての説明がなかったように思っておりま

す。先ほど来から聞いていたら、事業は計

画通り捗っていると聞いていますけど、こ

の繰越明許の理由についてお伺いしたい。 

 阪急京都線連続立体交差事業に対して

４億６，５４８万５，０００円の繰越明許

がなされております。この点についても、

お聞かせいただきたい。 

 それから、補正予算の２３ページ、府営

住宅使用料、１８８万１，０００円の減額

が行われています。先ほどから権利変換と

かいろんな移転の話を聞いて、その辺も順

調に進んでいると伺っているのですが、減

額理由についてお聞かせいただきたい。 

 令和５年度の予算を見ますと、府営住宅

使用料７４万９，０００円の予算しか計上

されていません。その辺の因果関係につい

てお聞かせいただきたい。 

 それから、補正予算５１ページ、再開発

関連工事についても２億２，１１８万２０，

００円減額されているのです。こういった

一連の流れのお話を伺いたい。 

 それと、令和５年度の当初予算４１ペー

ジで、社会資本整備総合交付金、千里丘西

地区再開発で３億１，２６０万円と、もう

一つの社会資本整備総合交付金、千里丘駅

周辺地区整備で３８０万円計上されてい

ます。同じ事業形態なのに、ここに２か所

の社会資本整備総合交付金が入っている

のはどうしてか伺いたい。 

 ５1ページ、連続立体交差事業調査委託

金２６億円です。事業の支出予定等を見ま

すと、どうも予算と合わないのです。この

辺の関係についてお聞かせいただきたい。 

 それから、議案第３１号、千里丘駅西地

区再開発事業で約２億６，０００万円の解

体工事が全会一致で可決されました。これ

に伴い、先ほど松本委員も言われておりま

したが、解体していく間の、歩行者道路、

進入路、車道も含めて、これらの部分が気

になるのです。千里丘２０号線が廃止にな

って、千里丘９９号線が今回認定されます。 

 その後、これが開発をされますと、シン

ボルロードに接続されるに当たって、区画

道路２号線に、また名前が変わってくるの

です。先日も話しましたように、千里丘２

０号線の一部の道路認定の廃止だけで本

当はよかったのではないかといまだに思

っています。確認申請を取るためにいろい

ろ手続をやっていますけど、今回、認定道

路を廃止して、新たに千里丘９９号線を認

定する。今度また、千里丘２０号線と同じ

ところの延長が完成したら、区画道路２号

線に名称を変えていく。こういう３段階に

なっているのです。もう一回工事関係につ

いて教えていただきたい。 

 もう一点は、先ほど野口委員から質問が
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ありました、権利者の方々についてです。

手元に頂いてるのが令和３年１１月２日

の再開発審査会第１回目の資料で、当時は

土地所有者３３名、建物所有者が１６名と

の話を聞いていたのです。先ほどの説明で

すと、権利者４４名で１１名増えているよ

うです。この一連の流れについて教えてい

ただけますか。 

 権利者２８名中、マンションに帰ってく

る８件の方については、再開発に係る４年

間の固定資産税はどうなるのか、この点に

ついて１回目お聞かせいただきたい。 

 連続立体交差化につきましては、先ほど

の付替道路の関係はよく分かりました。こ

れまでも何度も質問しながら、交渉につい

ては本当に努力をしていただいていると

ひしひしと伝わってきます。ただ、残り２

割については、前回も言いましたように大

変厳しい状況が続くかも分かりませんが、

令和５年は８割を目指してやっていただ

きたいと願いしておきます。 

 その中で、仮設駅舎と、仮設道路につい

てです。仮設道路での付替道路のパークシ

ティ周辺と、今回の仮設の広場、駅舎。こ

の地域は駅舎にしてもカーボンニュート

ラルとして、大々的にオープンした駅でご

ざいます。これは今問題になっている地球

環境に向けて取り組んだところなのです。

その中で、今回付替道路を含め、仮設の駅

舎に対してのそういった理念が入ってい

るのかどうか、まずお聞かせいただきたい。 

 現在の駅舎は、上りホームと下りホーム

は地下道でつながっております。仮設駅舎

ができた場合に、そういったところがどう

なるのかが非常に気になっています。踏切

を越えての横断ができるような安全な道

路もこの際に考えておかなければならな

いかと思っております。これらについてお

聞かせいただきたい。 

 １回目、以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 まず、１点目の繰越明許費の内容につき

まして説明をさせていただきます。 

 繰越しの金額が４億６，５４８万５，０

００円になってございます。そのうち大き

いのが、やはり用地でございまして、用地

に関する費用が４億円、建物調査に関わる

費用が６，０００万円を計上させていただ

いております。 

 ただ、こちらにつきましては、現在も用

地が契約いただいている部分がございま

して、今の予算としましては４億６，５０

０万上げているのですけれども、最終的に

来年度報告させていただく決算につきま

しては３億円程度に、繰越額は抑えられる

ように見込んでおります。 

 残る用地につきましては、委員がおっし

ゃるとおり、予定どおりと言いながらも、

繰越しは発生してございます。発生してい

る案件につきましても、しっかり次年度契

約いただけるように交渉は努めていると

ころでございます。 

 そして、２点目の事業費の歳出と歳入の

関係なのですけれども、歳出につきまして

は事業の対象となり、事業費の国費の対象

事業費になります用地費ですとか工事の

請負費ですとか委託料等々と合わせまし

て、事業への地元市負担分で、その事業が

来年度、国費事業、国費の充当する事業費

を２７億４，０００万で予定しているので

すけれども、そのうちの地元市負担の１

５％分を計上しておりまして、４億１，１
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００万計上させていただいております。 

 そのほか、例えば会計年度任用職員の報

酬ですとか、そういったものは事業の対象

とはなりません。ですから、総歳出額でお

よそ３０億円計上している中では、事業の

対象となるのが約２５．３億円ございます。

それ以外は市の単費部分になってきます。 

 約３０億円のうち、事業対象が約２５．

３億円です。それ以外の部分につきまして

は、市の負担金、事業に対する負担金です

とか、会計年度職員の賃金ですとか、そう

いった市の単独で負担する必要がありま

す。 

 歳入の２６億円が、その事業の対象とな

ります２５．３億円に事務経費２．７％を

計上しまして、２６億円の歳入を予定して

おります。 

 ３点目の、カーボンニュートラルとかＳ

ＤＧｓについてですけれども、基本的には

やはり阪急電鉄株式会社、仮駅舎は阪急電

鉄株式会社になりますので、阪急電鉄株式

会社としてもＳＤＧｓに対して、今の世の

中の動きで意識されているとは聞いてお

ります。阪急電鉄株式会社としましてはや

はり、将来の高架の駅は当然そういったＳ

ＤＧｓですとか、カーボンニュートラルの

ような考え方を継承するとは聞いている

のですけれども、仮設の駅舎でそこがどこ

まで配慮されるのか、今後協議をしていき

たいと思っています。 

 また、委員がおっしゃっていました現在

の地下道の部分が仮設の駅舎のときにど

うなるのかですけれども、基本的には地下

道の部分を延伸しまして、南側に駅舎が出

てきますので、地下道を延伸して、その南

に伸ばしてくる予定と聞いています。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 まず、繰越明許費についてでございます

が、こちらにつきましては先ほど関係権利

者の交渉進捗状況をご説明させていただ

きましたが、繰越明許費としての要求計上

時点では、先ほど申し上げました８割弱と

の進捗率までは達成しておりませんでし

たので、その時点で契約済みのものでもま

だ支払いができていないもの、未契約の方

の移転補償費、こういったものを計上させ

ていただいたものでございます。 

 続いて、府営住宅の関係でございますが、

こちらにつきましては、再開発に合わせて

移転先の選定が難しい権利者の方の一時

的な居住場所として府営住宅を使用でき

ないかとのことについて、大阪府と協議を

進めてまいりました。協議が整いました時

点で、１２戸で想定して、その借上げ料を

計上させていただいておったところでご

ざいますが、権利者との交渉を進めていく

中で、実際には２戸にまで減ったというこ

とがございまして、補正で減額させていた

だいています。 

 したがいまして、令和５年度の予算につ

きましては、２戸分として計上させていた

だいているものでございます。 

 それから、再開発関連工事の減額につい

てでございますが、当初解体工事を令和４

年度に実施していけたらとの考えがあっ

て予算計上させていただいたのですが、実

際にはやはり関係権利者との交渉の進捗

等を見まして、本格的に入るのはなかなか

困難であるので、埋蔵文化財の試掘調査が

必要であるところもありましたので、２棟

の解体工事は実施いたしましたけども、そ

れ以外の部分で実施できないので減額さ
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せていただいたものでございます。 

 続いて、社会資本整備総合交付金につい

てでございます。 

 社会資本整備総合交付金の交付対象事

業としまして、市街地整備事業、道路事業、

それから都市再生整備計画事業がござい

まして、この市街地整備事業と道路事業に

つきましては、主に今回の事業区域内で実

施する工事が国費の対象となるものでご

ざいます。 

 また、都市再生整備計画事業は、再開発

区域外で、先ほど申しました駅舎の通路の

美装化といったことを進めてまいります

が、そういった部分での国費を充当するも

のでございます。 

 続いて、道路認定についてでございます

が、今回の道路認定において、千里丘２０

号線が廃止されて、新たに起終点が変わっ

て千里丘９９号線に認定されたところで

ございます。 

 こちらについては、事業の中で幅員が若

干変わるのですけども、そちらについては

新たな認定ですとか廃止の手続は不要と

担当課から聞いております。 

 大阪高槻京都線へつながるシンボルロ

ードの部分は、電線共同溝の整備の関係で、

前段で認定を行うことが必要でございま

したので、既に千里丘９３号線で認定され

ているところでございます。 

 続いて、権利者数が変わってきていると

のお問いでございますが、再開発審査会の

第１回でお示ししていました権利者の状

況については、権利変換計画に記載される

方、これらが対象になっておりまして、全

部でこのときに１１３名でしたが、実際に

は７名の方は早期に転出されていました

ので、先ほどご答弁申し上げましたとおり、

全体で１２０名とご説明をさせていただ

きました。 

 実際に計上の仕方なのですけども、土地

だけを所有されているのか、あるいは土地

と建物を所有されているのか、土地と建物

を持っていてさらに借家人にも該当する

のかといったところで、計上の仕方が重複

したりとか、１名ずつ計上したりとか、ま

た共有名義者の方は１名として計上する

とか、そういったことがございましたので、

これまでいろいろな場面で権利者の数に

ついては申し上げてきましたが、そういっ

たところで一度整理をしたところで、今回

お示しした数字になっております。 

 それから、固定資産税の件ですけども、

権利変換される方は実際に権利変換期日

をもって権利が大きく変わることになる

のですが、実際には事業完了までは使用で

きないと、そういった状況になっておりま

すので、固定資産税につきましては減免で

きるように、固定資産税課とも調整をして

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 三好義治委員。 

○三好義治委員 阪急京都線連続立体交

差事業の関係で確認しておきたいのです。

地下道については、南側からそのまま現在

の通路で確保できるということでよろし

いですか。 

 駅舎について、供用開始から使用停止ま

での、期間が相当長く感じると思うのです。

その間にやっぱりＳＤＧｓの精神を忘れ

てはならない、あの駅についてはカーボン

ニュートラルで大々的にやってきて、２

５％の緑化率も確保しているシンボル的

な広場です。駅舎は阪急電鉄株式会社の施

設ですが、仮設の駅舎だから汚い、使いに

くいとはならないように、市民のことを考

えて、しっかりとした駅舎となるよう、阪
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急電鉄株式会社にお願いしたらどうかと

思うのです。仮設の駅舎については、供用

開始から何年ぐらい使うことを予定して

いるのか、教えていただけますか。 

 そういったことについては阪急電鉄株

式会社に対してまた話をできるのか、広場

はここに持ってきたら狭隘になってくる

ので、路線バスの乗り入れ等、その辺は現

状と変わらないのか、改めてお聞かせいた

だきたい。 

 それから予算については、そういうもの

かと理解はしております。この点について

はまた改めて、進捗状況を見ながら確認を

していきたい。 

 千里丘駅西地区再開発事業です。府営住

宅についてはよく分かりました。本人希望

で２戸だけとのことです。 

 先ほど確認を忘れたのですが、このタワ

ーマンションについては、千里丘駅西地区

再開発事業としてネットでいろいろ出て

くるのです。周辺の吹田市のマンション関

係で、先ほど野口委員の質問もありました

が、この建物は３５階建てが正解なのか３

６階建てが正解なのか、戸数３３５戸が正

解なのか、先ほど言った３４５戸が正解な

のか、そこの数値を改めて教えていただけ

ますか。 

 それから、千里丘朝日が丘線に接続され

ますと工事期間中も含めて相当の渋滞が

予想されると、ネットにもうたわれている

し、私も痛感しています。関連工事として

千里丘朝日が丘線はいつから工事着手さ

れるのか。この工事の一部は摂津市ですが、

事業主体は吹田市と伺っているのです。こ

の一連の事業で、お聞かせいただけますか。 

 解体工事中、停車場線、千里丘のガード、

それから側道で上がってくるこの部分に

ついても、実際に通路は通行禁止なのかを

教えていただきたい。いくら工事でも、市

民に不便を感じさせたりするのはやっぱ

りできないだろうと、その辺の工事管理に

ついても教えていただきたい。 

 地権者の固定資産税については、そうや

って協力していただけるなら、不利益がで

ないように固定資産税課とよく相談して

いただきたい。今の状況だったら８件とお

聞きしています。実際に工事期間中は、地

権者に対しての措置は必要と思います。こ

の点、改めてお答えいただけますか。 

 ２回目の質問は以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 まず、仮駅舎の期間なのですけれども、

今の認可のスケジュールでいきますと、令

和７年度末に仮線の切り替えが終わり、仮

の駅舎は令和８年度からの予定です。 

 今の認可のスケジュールで、長くても令

和１５年度末までと考えますと、令和８年

度から８年間の仮駅舎の期間が発生する

と思います。 

 やはり、ここの駅は市のシンボルでもご

ざいますし、緑化率２５％で、南千里丘地

区自体で取り組んでおります。今回もご意

見いただきましたので、今後阪急電鉄株式

会社に、しっかり緑化、環境に配慮した仮

設の駅舎になるように調整していきたい

と考えております。 

 あと、バスにつきましては、仮設の駅前

広場とサイズは若干小さくなるのですけ

れども、現状と変わらずバスの導入は予定

しております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 
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○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業についてのご質問にお答えいた

します。 

 まず、建物の階数、戸数についてでござ

いますが、３５階で事業計画を進めて、事

業計画の決定を行った後、権利変換計画の

策定ですとか実施設計等を進めていく中

で、１街区の建築物の共用部分を少し見直

しまして、間に階層を設けるといった変更

を行いました。建物の高さそのものは変わ

りませんが、そのことによって３５階から

３６階に変更しております。 

 戸数につきましても同じように、一つ一

つの区画、こちらを検討し直し、３４５戸

から３３５戸に変更しております。こちら

につきましては、今回の特定建築者の募集

要項の中でもお示ししております。 

 続いて、千里丘朝日が丘線の内容につい

てでございますが、工事の範囲は摂津市域

にまたがりますが、事業主体は吹田市でご

ざいます。 

 現在の進捗ですが、用地の取得に向けて

取組を進められているとお聞きしており

ますが、いつから工事が着手できるのかと

いったところについては把握できていな

い状況でございます。 

 また、工事に合わせて通行禁止等々が発

生するのかでございますけれども、一般的

な工事におきましても通行を片側交互通

行にしたり、通行止めにしたりして回って

いただくといった対応はやっております。 

 今回の工事におきましても、駅への導線

を確保しながらにはなりますが、一定通行

を制限させていただくといったことは必

要になると思っております。利用者の方に

はご不便をおかけすることになりますけ

ども、工事の進捗と、通行者の安全を勘案

して、通行者の導線確保に努めながら進め

てまいりたいと思います。 

 固定資産税につきましては、権利変換さ

れる方が対象になってきますので、住戸の

部分にかかわらず商業施設に権利変換さ

れる方も関わってきます。そういった方に

つきましては先ほど申しましたように減

免できるように、固定資産税課と協議を進

めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 三好義治委員。 

○三好義治委員 全部要望とします。 

 阪急京都線連続立体交差事業につきま

して、駅舎が令和８年度から仮設駅舎を使

って最短で８年間使用される。工事が延び

ないことを祈願しながら要望するのです

が、８年間でも使用者からは利便性を問わ

れてきます。ぜひ阪急電鉄株式会社と交渉

をしていただきたい。やはりそこにはトイ

レもつけ、売店もあって、今よりも利便性

は下がるかも分かりませんが、仮設でも１

年とか半年ではなく、８年、工事が万が一

延びたら１０年もかかるかもしれません。

ぜひともそこの交渉をお願いしておきま

す。また結果が出れば報告を頂きたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 事業全般につきましては用地買収８割

を令和５年度の目標にしているので、予算

も進捗状況を伺いました。職員の皆さん方

の努力に敬意を表し、事業計画に邁進して

いただきたいとお願いしておきます。 

 それから、千里丘駅西地区再開発事業で

すが、千里丘朝日が丘線が令和８年度末に

開通され、４路線まで拡幅されるとのこと

なので、そこの事業進捗の推移を見ながら、

同時にオープンできるようにしていって

ください。 

 あと、従来からずっと言っていますけど、

やっぱりロータリーにはバスが入ってく
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るぐらいの道路拡幅がいると思います。に

ぎわいとか集いとかつながりの面でいけ

ば、このロータリーにはバス停やタクシー

乗り場があって、国立循環器病研究センタ

ーやパナソニックスタジアム吹田まで行

けるようなシャトルバスが出る、こういっ

たところをやっぱり念頭に置いていただ

きたい。この再開発によって摂津市北部地

区の拠点になるよう、将来に憂いが残らな

いように今からやっていただきたい。 

 令和５年度は解体工事と公共下水道と

電線共同溝の整備関係、摂津市のインフラ

事業です。輻輳している事業形態であるの

で、事故のないよう事業を進めていただく

ことをお願いして、私の質問を終わります。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ２点だけ質問させてい

ただきます。よろしくお願いします。 

 まず、阪急京都線連続立体交差事業につ

いてであります。 

 私も地元なので、いろいろ市民の方や、

地権者からご相談いただきます。そんな中

で一件ずつ寄り添うように対応していた

だいて感謝しております。本当にありがと

うございます。 

 新年度の取組につきましては、鉄道沿線

における埋蔵文化財の調査、そして家屋調

査などを進めていくと、課長から御答弁が

ありました。仮設の駅前広場や付替道路等

の準備工事の着手に向け、関係機関と協議

調整を行っていくとのことであります。 

 先ほどもご説明いただきました仮設の

付替道路については、庄屋２丁目の部分、

そして香露園の地域、そして摂津市駅前に

仮設道路があります。通学路について、や

っぱり工事になりますので、気になってお

ります。一つは庄屋ガードをくぐってくる

子どもたちも何人かいます。線路沿いに行

きますと、農道といいますか、地下をくぐ

ってくるところから千里丘東地区の子ど

もたちがたくさん上がっていきます。後は

ずっと安全だと思います。もう一つは本工

事の前の準備工事に入りますと、坪井の踏

切を千里丘東４丁目、５丁目の子どもたち

が本当にたくさん通ります。もちろん一般

の方も通りますので、安全対策を十分取っ

ていただきたい。まだ早いと思いますが、

実施していただけると思うのですけども、

その辺の配慮についての考えをお聞かせ

いただきたい。 

 もう一つは、千里丘駅西地区再開発事業

についてです。 

 ホームページでもご紹介していただい

ております。僕の友人もＰＲ動画見て、す

ばらしい西地区にリセットして、進化して

いくと高く評価をしておりました。そして

昨年は、パナソニックスタジアム吹田で、

ガンバ大阪と柏レイソルの試合の摂津市

民応援デーにおいて、ＰＲ動画を流してい

ただいたり、コミュニティプラザのデジタ

ルサイネージや千里丘駅の改札口のモニ

ターで周知したりしていただいておりま

す。新年度は広報についてはどのように考

えておられるのか、お聞かせいただきたい。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 連続立体

交差事業に関するご質問に答弁申し上げ

ます。 

 委員のご質問にありました通学路の関

係は、すごく懸案を持って考えております。

教育関係の所管部局と調整しながら、工事

に向けて阪急電鉄株式会社と協議をして

いる状況でございます。 
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 庄屋のガードでは、鉄道の架け替えが必

要になってきます。やはり架け替えをする

タイミングは、どうしても通行止めが発生

するかも分かりませんけれども、常時そう

いう通行止めがないような形で今調整を

しております。 

 ２点目の農道につきましても、通行止め

しないように、今の農道のボックスを広げ

て延伸するような形で、その上を仮設の電

車などが利用するように考えてございま

す。 

 坪井の踏切なのですけれども、どうして

もやっぱり仮線になりますと、踏切は一定

期間幅が広くなってくると思います。やは

り、通行に際しては幅広い踏切を渡ること

になりますので、しっかりその辺はガード

マンによる対応ですとか、安全対策を意識

して取り組んでいきたいと思っています。 

 また、この鉄道につきましては令和６年

度から着手を予定しておりまして、鉄道工

事に入る前は鉄道の工事の説明会を予定

していますので、その際にそういったとこ

ろをしっかり説明して取り組んでいきた

いと考えております。 

○塚本崇委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業の広報についてのご質問にお答

えさせていただきます。 

 これまで様々な機会を捉えて、再開発事

業のことを発信させていただいておりま

した。現在におきましても、民間事業者か

らは本事業に関するお問い合わせを頂い

て、その中で広告を掲載するのに本事業と

一緒に掲載をしたいとのことがあって、そ

ういったところにはどんどん活用してい

ただいているところでございます。 

 これから、令和５年度は工事が本格化し

てまいりますので、地区全体の状況がよく

分かるように、定点で定期的に写真を撮っ

て、それを公開していきたいと考えており

ます。 

 今後も、様々な機会を捉えて発信してま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○塚本崇委員長 南野委員。 

○南野直司委員 ２回目は要望とさせて

いただきます。 

 まず、阪急京都線連続立体交差事業の中

での仮設付替道路、また坪井踏切の影響や

対応について課長から御答弁いただきま

した。どうかよろしくお願いします。 

 場所は違うのですが、摂津小学校の通学

路で、摂津郵便局から摂津小学校の正門ま

で、この３月１５日までですごくきれいに

していただきまして、グリーンベルトも引

いて、ガードレールもパイプカードに替え、

横断歩道も付け替えていただいて、歩道の

確保をきっちりしていただきました。 

 朝の時間帯に子どもたちがすごい人数

で通ってくる、そして車も入ってくる、一

般の方も自転車で通られる中、警備員の方

はいない状況です。交差点から外れて私は

警備員をさせていただき、何とか乗り切り

ました。まだ先ですけども、工事のときは、

十分注意をしていただいて安全対策、特に

子どもたちの安全対策をよろしくお願い

いたしまして、要望としておきます。 

 千里丘駅西地区再開発事業です。先日び

かぼチューズデーでフォルテに集合して

清掃活動させていただきました。その中で

千里丘駅西地区の清掃活動をしておりま

したら、市民の方から要望をお聞きしまし

た。事業の全体像はホームページを見たら

動画でよく分かるのですけども、今年度は

どんなことをするのか、年度ごとの取組が

分かりにくいとのことです。写真も添えな
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がら、埋蔵文化財の調査、こういう結果で

したとか、下水道や電線共同溝の工事の進

捗状況とか、２０２７年に向けて今年度は

こういうことをやっていく、事業に関する

お知らせのところにつけといていただけ

れば、すごく分かりやすいと思います。ま

ちづくりニュースも作っていただいてい

るので分かりやすいのですが、ホームペー

ジを通してその都度の取組内容を、写真も

入れながら発信していただくようにお願

いをいたしまして、要望としておきます。 

 以上です。 

○塚本崇委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩いたします。 

（午後０時２分 休憩） 

（午後０時３分 再開） 

○塚本崇委員長 再開いたします。 

  討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○塚本崇委員長 討論なしと認め、採決し

ます。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○塚本崇委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものとして決

定いたしました。 

 議案第９号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○塚本崇委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものとして決

定いたしました。 

 これで、本委員会を閉会いたします。 

（午後０時４分 閉会） 
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